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獅子舞の由来を考察

1986具志川市教育委員会主催による「第１回全島獅子舞フェスティバル」が

年に始まり、沖縄県下のそれぞれの地域に伝わる伝統の業を具志川市の安慶名闘

牛場で、毎年披露している。

委員会発行のパンフには、その年の出演団体の出演者（使用楽器を含む ・由）

来・舞の内容・特徴を紹介しているが、その由来について、殆どの団体が「定か

1998でない。古老の話では今より何年ほど前………」と口伝の域を脱し得ない。

年までに 回を数えた資料（パンフ）の中で、当時の国王名などが示された地13
域の由来は稍信憑性があるとみて考察してみた。

地 域 使 用 楽 器世紀

那覇市首里汀良 銅鑼15
具志川市江州 銅鑼 太鼓15
佐敷町津波古 三線 鳴り物15
浦添市内間 銅鑼 三線16
宜野湾市普天間 銅鑼 太鼓 三線16
浦添市勢理客 銅鑼 太鼓 三線16
中城村津覇 太鼓 三線16
国頭村奥間 銅鑼 三線 法螺貝16
浦添市仲西 銅鑼 太鼓 三線16
金武町金武 太鼓 三線 法螺貝 鉦・ガク17
北谷町伊礼 銅鑼 太鼓 三線 法螺貝17
西原町津波古 銅鑼 太鼓 三線17
西原町小波津 太鼓 三線 鐘17
上野村新里 太鼓17
城辺町上区 横笛 三線 法螺貝 鉦・ガク17
具志川市兼箇段 銅鑼 太鼓 ソーゴ17
石垣市大川 銅鑼 太鼓 横笛 三線18
石垣市真栄里 銅鑼 太鼓 横笛18
石垣市白保 銅鑼 太鼓 横笛 三線18
石垣市大浜 銅鑼 太鼓 横笛18
竹富町黒島 銅鑼 太鼓 横笛 法螺貝18
与那国町祖納 銅鑼 太鼓 横笛18
勝連町南風原 太鼓 三線18
具志頭村玻名城 銅鑼 太鼓 三線 法螺貝 鉦18
南風原町本部 銅鑼 三線 サンバ18

シンバル・ジョウゴ18 沖縄市知花 銅鑼 太鼓 法螺貝

読谷村渡慶次 太鼓 三線18
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宜野湾市大謝名 銅鑼 太鼓 三線18
西原町小那覇 三線 鉦18
西原町小橋川 銅鑼 三線18
那覇市首里末吉 銅鑼18
与那国町祖納 銅鑼 太鼓 横笛18
具志川村兼城 銅鑼 太鼓 三線18
東風平町志多伯 銅鑼 太鼓 三線18
宜野座村松田 銅鑼 三線 法螺貝19
恩納村山田 銅鑼 太鼓 三線 法螺貝19
宜野座村宜野座 銅鑼 太鼓 三線 法螺貝 ガク19

那覇市首里汀良町の獅子 石垣市大浜の獅子

① 那覇市首里汀良町の獅子舞

尚巴志王代( 年から 年）に、地方から汀良に住民を移動させた頃から1422 1439
始まった（第 回フェスティバル 頁 。とすると沖縄県下で最も古い獅子と10 10 ）

いえる。

人（中国人）から学んだと推察される獅子舞の内容や特徴といわれる空手の

型を固執して銅鑼一つだけで舞うという点からも頷けられるが、 年の長虹1452
堤の落成式典で舞った福州の獅子（尚金福王の摂政懐機の故郷の獅子）よりも古

いというのがちょっと気になる。ともあれ 世紀の中頃と考えたい。15

② 具志川市江州の獅子舞

年代（約 年程前）尚金福の時代にさかのぼる（第２回フェスティバル1440 550
宜野湾市金福王の没後の 年に、尚金福王の王弟である布里と、王子の志魯1453
が王位を争って共に倒れているので 年代ではなく、 年代とすべきであ1440 1450
る。
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③ 浦添市内間の獅子舞

伝説によると尚真王の時代、今から 年前に茶貫丸によって造られ、毎年豊400
ちゃぬちまる

年祭に魔除けと五穀豊穣を祝ったと伝えられる（第３回フェスティバル 頁 。22 ）

尚真王の在位は､ 年から 年である。 （昭和 ）年に開催された第1477 1526 1988 63
３回フェスティバルの 年前は、 年であり尚真王の曾孫第６代尚永王の時400 1588
代となる。尚真王の時代であれば 年前であり、 年前であれば尚永王の時500 400
代である。冒頭に、尚真王の時代とあり、尚真王の在位が 世紀後半から 世15 16
紀前半であるし、茶貫丸が作った年が決めてになるであろう。とあれ 世紀か15
ら 世紀にかけた頃であろうか。16

④ 宜野湾市普天間の獅子舞

今から 年前、琉球物語で有名なチーグ王である尚元王から村興しの神とし400
て贈られたものである（第５回フェスティバル 頁 。尚元王の在位は、 年11 1556）

から 年であるので （平成２）年の第５回フェスティバルから 年前1572 1990 400
とすると 年であり第５代尚元王・第６代尚永王の時代も終わり第７代尚寧1590

。 。王の時代になっている 今から 年前とはせず 世紀の中頃とすべきである400 16

石垣市大川の獅子 石垣市真栄里の獅子

⑤ 石垣市大川の獅子舞

古老によれば、遠い昔石垣島川平村の西北、俗称キッシッリ浜に得体の知れぬ

大きな箱が漂着した。丁度漁をしていた長田茂利という人がそれを見つけ開封し

てみると中に立派な獅子頭が入っていた。やがてその噂は島中に知れることにな

り、大川村の指物職人と大工がそれにあわせ獅子頭を彫り、これに仔犬が玉と戯

れる様子を基に舞が構成されたという（第６回フェスティバル 頁 。21 ）

大川村は、 年登野城村から村別れして新設された村であるので 世紀以1757 18
降でなければならない。川平村で獅子頭が発見されたのも 年前の 世紀で300 17
はなく、 年前の 世紀だと推察できる。 大川村から伝わり、平得・真栄里200 18
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から八重山の各島々に広まったといわれている（第３回フェスティバル 頁）26

⑦ 石垣市白保の獅子舞

古老らの言い伝えによると 年程前、アラスコイ家の翁によって獅子頭が制300
作された（第５回フェスティバル 頁 。21 ）

（ ）八重山に始めて獅子頭が伝わったのが 世紀だとすると 年程前 世紀18 300 17
白保で獅子頭を作ったのではなく 年ほど前とすべきである・200

竹富町黒島の獅子

⑧ 竹富町黒島の獅子舞

、 、 、口伝によれば およそ 年前 石垣島の識名家の爺さんが獅子を制作した後350
（ ）。 、 （ ）舞われるようになった 第４回フェスティバル 頁 とあるが 平成元21 1989

年の第４回フェスティバルから 年前の 年は 年の明和の大津波より350 1639 1771
も１世紀も前のことになる。牧野 清：著『八重山のお嶽ー嶽々名・由来・祭祀

・歴史』に「 年の明和の大津波以前は、各御嶽単位にヒッソリと執り行わ1771
れていた豊年祭祀を、大津波後、沖縄本島から赴任した与那覇在番が、島民の気

力を振興し、社会の活力、団結、生産力の回復を図るために、御嶽の祭祀を盛大

に挙行するという政策を勧めたようである」とあり、また黒島民俗芸能研究家の

玉代勢泰興氏も「村祭の結願祭も、村民挙げての祭りではなくツカサ・部落総代

・世話役だけでヒッソリと各部落の御嶽で祈願するだけであったが、 （万延1860
元）年、黒島大屋子の葛氏玉代勢秀起氏が踊りや狂言を指導し、結願祭（村結願

祭・島結願祭）に始めて踊りや狂言、タイラク、獅子棒、獅子舞などが入るよう

になった」と述べている。獅子舞が行われたのも 世紀ではなく、 世紀の中17 19
頃であろう。
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⑨ 勝連町南風原の獅子舞

今から 年前、前浜親雲上という優れた指導者が、首里王府から移動の許可270
を取り付け現在地に村を移した。その頃から獅子舞が踊られたようである（第９

回フェスティバル 頁 。第９回フェスティバルより 年前は、 年であり17 270 1724）

世紀前半となる。18

⑩ 読谷村渡慶次の獅子舞

渡慶次の獅子の始まりは、およそ 年前後と推定される。獅子は旗頭と共に200
渡慶次を象徴し、渡慶次の守護神として部落民から親しまれている。昔、伝染病

が流行したとき、悪病払い・魔除けの神として部落全員で祈願すると同時に、部

落内を歩いたこともあったようだ（第１回フェスティバル６頁 。とあり、 世） 18
紀の先人たちが守護神として親しんできた獅子に対する面目躍如たるものを感ず

る。

⑪ 那覇市首里末吉町の獅子舞

年程前に末吉町の龕と平良町の獅子を交換したことから始まったといわれ200
がん

ている 「平良町の舞は、型が崩れていたので西原町の幸地から習い補ったとい。

う。空手の動作が基本動作になっていること。及び、獅子頭を縦に振り、顎を噛
ち ん ち ょ び

み合わせるときにパクパクと大きな音を出しながら舞うところに特徴がある（第

５回フェスティバル 頁 。とある。型が崩れているというので、真摯な信仰心17 ）

から首里王府の直轄地の幸地から習いおぎなった正攻法（空手の基本を採りいれ

たり、汀良のように銅鑼だけで踊る）の獅子舞のようである。

那覇市首里末吉の獅子 東風平町友寄の獅子

⑫ 東風平町友寄の獅子舞

年、琉球王朝時代の尚育王の頃、郷土の彫刻家・田名宗敬氏の作として1821
。 、 、世に生まれた 当時流行した天然痘に恐れおののき その疫病神を追い払おうと

いりがしやー
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神事を尽くした後に、獅子舞の型を編みだし、独特な振り付けをして登場したと

1821 1821由来記にある（第１回フェスティバル５頁 。 年の尚育王の頃とあるが）

年は尚育王の父尚こう王 年である。尚育王の在位は 年から 年で、由18 1835 1847
来記にある王名か年代のいずれかがまちがっている。ともあれ 世紀の前半だ19
と推測できる。

（３）要約・沖縄獅子舞略年表

世紀初＝尚巴志王（ 年 ～ 年) 那覇市汀良町の獅子。中国（人）か15 1422 1439
ら学ぶ、空手の型に固執し、銅鑼のみの囃子で舞う。

世紀中＝尚金福王３年( 年）福建省（人）の獅子。長虹堤の落成式典に15 1452
舞う。

世紀中＝尚金福王没年の 年（布里・志魯の王位争奪戦）具志川市江州の15 1453
獅子。人畜に害を及ぼす伝染病の化身たる野獣を撃退する。

ふ ー ち

世紀中＝尚元王( 年 ～ 年）16 1556 1572
宜野湾市普天間の獅子。村興しの神として尚元王より贈られる。

世紀末＝尚永王( 年 ～ 年）16 1573 1588
浦添市内間の獅子。毎年の豊年祭に魔除けと五穀豊穣を祈る。

世紀初＝尚敬王( 年 ～ 年）18 1713 1751
勝連町南風原の獅子。前浜親雲上が首里王府から現住所への移動

許可をとり守護神として獅子を祀る。

世紀中＝尚穆王（ 年 ～ 年）18 1752 1792
石垣市川平に獅子頭漂着＝八重山獅子舞の始まり。

年。八重山の登野城村から村別れして大川村新設される。1757
大川の指物大工、獅子頭を真似て彫り獅子舞広まる。

年３月 日、宮古と八重山に大津波襲来。宮古 人、八1771 10 1,542
重山 人の死者がでる。沖縄本島より在番として派遣された9,448
与那覇在番は、それまでヒッソリと行われていた御嶽信仰の祭祀

を盛大に行わせて人心の安定と生産の向上を図った。此の政策に

より獅子舞なども盛んになる。

読谷村渡慶次の獅子。悪病払い・魔除けの神として親しまれ部落

内を歩く。

那覇市首里末吉の獅子。首里王府の直轄地・西原の幸地から獅子

の型（空手が基本）を習い補う。

世紀初＝尚温王（ 年 ～ 年）19 1795 1802
与那国町祖納の獅子。前座で行う棒踊りを伝えた首里の棒術者が

乾隆帝（清国皇帝）の末期（ 年頃）与那国に漂着す。1800
世紀中＝尚泰王 年( 年）19 13 1860

八重山竹富町黒島の結願祭。黒島大屋子玉代勢秀記氏の指導で、

タイラク、獅子の棒、獅子舞などが行われる。


